
は

じ

め

に

冬
至
の
日
、
天
子
が
都
城
の
南
郊
で
昊
天
上
帝
と
王
朝
の
始
祖
を
祀
る
と
い

う
、
中
国
的
な
方
式
の
郊
天
の
儀
が
、
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
国
史

に
は
桓
武
朝
に
二
回
、
文
徳
朝
に
一
回
、
い
ず
れ
も
場
所
は
河
内
国
交
野
郡
柏
原

で
あ
る
。『
大
唐
郊
祀
録
』
で
は
、
郊
祀
と
は
「
冬
至
に
昊
天
上
帝
を
円
丘
に
祀

る
」
と
あ
る
。
金
子
修
一
氏
に
よ
る
と
、
天
の
祭
祀
は
国
都
の
南
の
郊
外
に
円
丘

で
行
な
い
、
地
の
祭
祀
は
北
の
郊
外
に
方
丘
で
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
郊
祀
と
総
称

す
る
。
郊
祀
制
度
の
改
革
が
、
前
漢
末
に
王
莽
（
新
朝
建
国
者
）
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
、
天
と
地
を
南
郊
に
合
祭
し
、
高
祖
と
高
后
を
配
祀
し
、
南
郊
壇
は
円
丘
に

八
角
形
の
壇
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
隋
〜
南
宋
で
天
壇
四
成
へ
と
変
化
し
た
と
い

う
。
ま
た
郊
祀
は
、
皇
帝
自
ら
が
行
な
う
現
地
で
の
祭
祀
（
親
祭
）
が
原
則
で
あ

る
が
、
唐
代
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
代
理
を
立
て
た
有
司
摂
事
で
あ
っ
た
と
述
べ
て

（
�
）

い
る
。

日
本
の
二
例
も
大
納
言
が
代
理
を
務
め
て
い
る
。
桓
武
朝
に
郊
祀
を
代
拝
し
た

藤
原
継
縄
は
、
百
済
王
明
信
の
夫
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
郊
祀
円
丘
は
、
百
済
王
氏

の
本
拠
地
交
野
に
築
か
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
桓
武
天
皇
が
郊
祀
の
場
所
に
選
ん
だ
交
野
柏
原
と
は
ど
こ
か
。
桓

武
朝
の
郊
祀
に
、
桓
武
と
継
縄
、
百
済
王
氏
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
探
っ

て
み
た
い
。

一
．
桓
武
天
皇
と
郊
祀

『
続
日
本
紀
』（
史
料
１
・
史
料
２
）
に
は
、
桓
武
天
皇
が
長
岡
京
の
南
、
河
内

国
交
野
で
「
天
神
を
祀
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。（
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
、
史

料
名
の
記
載
が
な
い
も
の
は
『
続
日
本
紀
』
の
引
用
で
あ
る
。）

【
史
料
１
】
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
十
一
月
壬
寅
条

祀
二

天
神
於
交
野
柏
原
一

。
賽
二

宿
祷
一

也
。

【
史
料
２
】
延
暦
六
年
（
七
八
七
）
十
一
月
甲
寅
条

祀
二

天
神
於
交
野
一

。
其
祭
文
曰
、
維
延
暦
六
年
歳
次
二

丁
卯
一

十
一
月
庚
戌
朔

甲
寅
、
嗣
天
子
臣
、
謹
遣
二

従
二
位
行
大
納
言
兼
民
部
卿
造
東
大
寺
司
長
官

藤
原
朝
臣
継
縄
一

、
敢
昭
告
二

于
昊
天
上
帝
一

。
臣
、
恭
膺
二

眷
命
一

、
嗣
二

守
鴻

基
一

。
…
高
紹
天
皇
配
神
作
主
、
尚
饗
。
又
曰
。
…
孝
子
皇
帝
臣
諱
、
謹
遣
二

桓
武
朝
の
天
神
の
祀
り

│
│
郊
祀
円
丘
の
所
在
地
は
ど
こ
か
│
│

三

好

順

子
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従
二
位
行
大
納
言
兼

民
部
卿
造
東
大
寺
司

長
官
藤
原
朝
臣
継

縄
一

、
敢
昭
告
二

于
高

紹
天
皇
一

。
…
方
今
、

履
長
伊
始
、
粛
事
二

郊
禋
一

、
用
致
二

燔
祀

于
昊
天
上
帝
一

。
高

紹
天
皇
、
慶
流
二

長

発
一

、
徳
冠
二

思
文
一

。

対
越
昭
升
、
永
言
配

レ

命
。
謹
以
制
二

幣
・

犧
斉
・
粢
盛
庶
品
一

、

式
陳
二

明
薦
一

。
侑
神

作
主
、
尚
饗
。

史
料
１
で
は
、「
交
野

柏
原
に
天
神
を
祀
る
」
に

続
く
「
賽
二

宿
祷
一

也
」
に

つ
い
て
吉
川
真
司
氏
は
、「
か
ね
て
よ
り
の
祈
願
が
叶
っ
た
こ
と
に
報
い
た
」
と

（
�
）

訳
し
、
長
岡
遷
都
の
お
礼
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
西
本
昌

弘
氏
は
、「
か
ね
て
よ
り
の
祈
り
に
む
く
い
る
た
め
」
と
訳
し
、
桓
武
即
位
と
長

岡
遷
都
を
機
に
、
天
智
系
の
新
王
朝
を
樹
立
し
た
こ
と
を
あ
げ
、
郊
祀
の
実
施
は

（
�
）

そ
の
こ
と
を
印
象
づ
け
る
政
策
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

史
料
２
で
は
、
天
神
の
祀
り
（
郊
祀
）
の
祭
文
が
記
さ
れ
、
図
１
か
ら
も
明
ら

か
の
よ
う
に
、
唐
の
祭
文
の
模
倣
と
い
わ
れ
て
い
る
。
Ａ
の
桓
武
朝
①
②
で
は
大

納
言
藤
原
継
縄
を
遣
わ
し
、
昊
天
上
帝
に
天
命
を
う
け
て
皇
位
を
継
ぐ
こ
と
を
告

げ
て
い
る
。
大
納
言
に
対
し
、
Ｂ
の
唐
で
は
大
尉
（
太
政
大
臣
ク
ラ
ス
）
で
あ

る
。
当
時
ト
ッ
プ
の
右
大
臣
は
藤
原
是
公
だ
が
、
百
済
王
氏
を
率
い
る
関
係
に
あ

（
�
）

っ
た
継
縄
を
代
拝
者
と
し
た
の
は
、
桓
武
の
意
向
と
考
え
ら
れ
る
。
③
で
は
、
Ａ

は
桓
武
の
父
、
高
紹
天
皇
（
光
仁
）
を
昊
天
上
帝
に
配
祀
し
、
Ｂ
は
祖
先
の
太
祖

景
帝
を
配
祀
し
て
い
る
。
④
で
は
、
Ａ
は
子
に
対
し
、
Ｂ
は
曽
孫
と
な
っ
て
い

る
。
⑤
は
同
文
で
、「
冬
至
に
あ
た
っ
て
つ
つ
し
ん
で
天
を
祀
り
、
燔
祀
（
お
供

え
を
焼
き
祀
る
）
を
昊
天
上
帝
の
た
め
に
と
り
お
こ
な
う
」
と
記
し
、
⑥
で
は
、

Ａ
は
配
祀
し
た
高
紹
天
皇
に
対
し
、
Ｂ
は
太
祖
に
祭
文
を
献
げ
て
い
る
。「
幸
は

長
発
の
よ
う
に
行
き
わ
た
り
、
徳
は
思
文
よ
り
す
ぐ
れ
、
…
永
く
天
命
に
従
い
配

祀
し
ま
す
。
…
。」
と
記
す
。

瀧
川
政
次
郎
氏
は
、
唐
で
は
昊
天
上
帝
に
現
皇
帝
に
と
っ
て
遠
い
先
祖
で
あ
る

太
祖
や
高
祖
を
配
祀
し
て
い
る
の
に
対
し
、
桓
武
天
皇
が
天
照
大
神
や
神
武
天
皇

で
は
な
く
父
光
仁
天
皇
を
配
祀
し
て
い
る
の
は
、
光
仁
が
天
命
を
う
け
て
、
天
智

系
の
新
王
朝
を
創
っ
た
始
祖
と
考
え
た
結
果
で
あ
る
。
称
徳
天
皇
ま
で
の
天
武
系

皇
統
の
秕
政
が
天
に
見
放
さ
れ
、
光
仁
が
天
子
の
地
位
に
就
く
易
房
革
命
に
よ

り
、
桓
武
が
生
母
の
出
自
の
低
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
位
に
就
い
た
こ
と
を
、
昊

（
�
）

天
上
帝
の
睠
命
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
林
陸
朗
氏
は
、
瀧
川
説
に
同
意
し
た
上
で
、
桓
武
の
即
位
は
辛
酉
革

命
、
長
岡
遷
都
は
甲
子
革
命
の
年
に
当
た
る
と
し
、
三
回
の
郊
祀
の
日
が
い
ず
れ

も
冬
至
と
推
定
さ
れ
、
都
城
の
南
郊
に
円
丘
を
設
け
、
犠
牲
を
捧
げ
る
な
ど
、
概

（
�
）

ね
唐
制
に
か
な
う
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
井
上
満
郎
氏
は
、
桓
武
天
皇
が
新
王
朝
樹
立
者
で
あ
る
と
意
識
・
認
識

図 1 祭文 桓武朝と唐の比較
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し
て
い
た
証
拠
の
一
つ
は
、
彼
が
行
な
っ
た
郊
祀
と
呼
ぶ
祭
祀
で
あ
る
。
父
光
仁

天
皇
か
ら
引
き
継
い
だ
王
朝
を
、
新
し
く
天
命
を
受
け
た
新
た
な
王
朝
と
強
く
意

識
し
、
天
智
系
の
血
筋
に
基
づ
く
皇
統
で
あ
る
こ
と
を
、
声
高
に
宣
言
す
る
こ
と

（
�
）

に
意
味
が
あ
る
と
述
べ
る
。

さ
ら
に
、
大
津
透
氏
は
、
桓
武
が
中
国
的
な
皇
帝
像
を
追
求
し
た
背
景
と
し

て
、
母
が
帰
化
人
出
身
で
あ
る
こ
と
や
、
天
智
系
と
し
て
近
江
朝
廷
の
大
陸
文
化

重
視
を
復
興
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
律
令
官
人
と
し
て
の
体
験
を
考
慮
す

（
�
）

べ
き
と
す
る
大
隅
清
陽
氏
の
意
見
を
紹
介
し
、
称
徳
天
皇
が
大
学
に
行
幸
し
て
釈

奠
が
行
な
わ
れ
（
神
護
景
雲
元
年
二
月
丁
亥
条
）、
こ
の
時
釈
奠
の
準
備
と
し
て

主
導
し
た
の
が
右
大
臣
吉
備
真
備
で
あ
り
、
大
学
頭
山
部
王
（
桓
武
）
が
参
加
し

て
い
た
と
い
う
。
真
備
の
影
響
下
で
、
中
国
礼
制
の
体
系
を
学
ん
だ
官
人
と
し
て

（
�
）

の
実
体
験
が
、
桓
武
の
源
流
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
体
験
が
桓
武
朝
に
お

け
る
郊
祀
の
構
想
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

文
徳
朝
で
も
、
桓
武
朝
の
例
に
倣
い
郊
祀
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

【
史
料
３
】『
文
徳
実
録
』
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
十
一
月
条

辛
酉
（
二
二
）、
遣
下
二

権
大
納
言
正
三
位
安
倍
朝
臣
安
仁
、
侍
従
従
四
位
下
輔

世
王
等
一

、
向
中

後
田
原
山
陵
上

、
告
以
二

配
レ

天
之
事
一

、
策
曰
、
天
皇
大
命
、

掛
畏
平
城
宮
尓
天
下
所
レ

知
之
倭
根
子
天
皇
御
門
尓
申
賜
閇
止
奏
、
今
月
廿
五
日

河
内
国
交
野
乃
原
尓
、
…
。

壬
戌
（
二
三
）、
大
二

祓
於
新
成
殿
前
一

、
諸
陣
警
戒
、
帝
進
出
二

庭
中
一

、
大

納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
良
相
跪
授
二

郊
天
祝
板
一

、
左
京
大
夫
従
四
位
下
菅
原

朝
臣
是
善
捧
二

筆
硯
一

、
帝
自
署
二

其
諱
一

訖
、
執
レ

珪
、
北
面
拜
レ

天
、
乃
遣
二

大
納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
良
相
、
…
向
二

河
内
国
交
野
郡
柏
原
野
一

、
設
レ

習
礼
、
祠
官
尽
会
。

甲
子
（
二
五
）、
有
レ

事
二

円
丘
一

、
夜
漏
上
水
一
尅
。
大
納
言
藤
原
朝
臣
良
相

等
、
帰
来
献
レ

胙
。

史
料
３
で
は
、
文
徳
天
皇
は
権
大
納
言
安
倍
安
仁
等
を
後
田
原
山
陵
（
光
仁
天

皇
陵
）
に
遣
わ
し
、
郊
祀
祭
天
を
交
野
の
原
で
行
な
う
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

翌
日
文
徳
は
、
昊
天
上
帝
を
祀
る
祝
文
を
書
い
た
祝
板
に
署
名
し
、
珪
（
笏
）
を

執
り
北
面
し
て
天
を
拝
し
た
後
、
大
納
言
藤
原
良
相
等
が
祝
板
を
捧
げ
、
交
野
柏

原
野
へ
向
か
う
。
儀
式
の
演
習
後
、
夜
漏
上
水
一
尅
（
子
の
刻
、
現
在
の
午
前
零

時
三
〇
分
）
に
円
丘
で
儀
式
を
行
な
い
、
帰
京
し
て
文
徳
に
胙
を
献
じ
る
。
以
上

の
よ
う
に
文
徳
朝
で
は
、
祭
文
で
は
な
く
式
次
第
が
記
さ
れ
、
桓
武
朝
の
郊
祀
も

同
じ
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

瀧
川
氏
は
、
明
清
時
代
の
天
壇
の
祭
儀
も
夜
半
よ
り
始
ま
り
、
日
の
出
以
前
七

刻
に
迎
神
の
儀
が
行
な
わ
れ
、
文
徳
朝
の
祭
天
の
儀
は
『
大
唐
郊
祀
録
』
等
に
み

え
る
唐
礼
に
一
致
し
、
交
野
郊
祀
の
記
事
が
、
中
国
の
典
籍
を
参
考
に
す
る
こ
と

（

）

に
よ
っ
て
、
初
め
て
そ
の
実
況
を
髣
髴
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

桓
武
天
皇
は
延
暦
三
年
、
長
岡
へ
遷
都
（
一
一
月
戊
辰
条
）
を
行
な
う
。
延
暦

四
年
九
月
、
寵
臣
藤
原
種
継
が
造
宮
監
督
中
に
暗
殺
さ
れ
（
乙
卯
条
）、
皇
太
弟

早
良
親
王
に
罪
が
及
ぶ
。
桓
武
は
山
陵
に
廃
太
子
の
報
告
（
一
〇
月
庚
午
条
）
の

後
、
郊
祀
を
行
な
い
、
そ
の
一
五
日
後
に
安
殿
親
王
に
立
太
子
、
藤
原
継
縄
に
皇

太
子
傅
を
任
じ
て
い
る
（
一
一
月
丁
巳
条
）。
ま
た
六
年
の
郊
祀
の
二
ヶ
月
後
、

皇
太
子
安
殿
の
元
服
の
た
め
継
縄
に
加
冠
を
命
じ
て
い
る
（
七
年
正
月
己
亥
条
）。

こ
の
一
連
の
流
れ
か
ら
、
桓
武
に
と
っ
て
種
継
事
件
は
、
子
へ
皇
位
を
継
承
さ
せ

る
好
機
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
二
度
の
郊
祀
は
、
桓
武
み
ず
か
ら

が
天
命
を
受
け
た
正
統
な
天
子
で
あ
る
と
い
う
、
新
王
朝
創
始
の
宣
言
で
あ
っ

た
。
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二
．
郊
祀
円
丘
の
場
所
、
河
内
国
交
野
郡
柏
原

瀧
川
政
次
郎
氏
は
、
唐
制
に
則
る
と
、
天
壇
は
宮
城
の
中
心
か
ら
巳
位
（
南
南

東
）
に
当
る
場
所
に
築
く
こ
と
で
あ
り
、
交
野
の
柏
原
が
長
岡
京
の
南
東
の
郊
野

と
な
る
。
交
野
の
地
が
桓
武
の
遊
猟
の
地
で
、
百
済
王
家
の
邸
宅
や
継
縄
の
別
業

が
あ
る
な
ど
、
縁
故
に
因
る
も
の
と
す
る
推
論
が
あ
る
が
当
ら
な
い
と
述
べ
て
い

（

）
る
。し

か
し
林
陸
朗
氏
は
、
桓
武
天
皇
の
外
戚
百
済
王
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
交
野
の

地
に
、
郊
祀
の
場
所
を
設
け
、
対
応
し
て
北
方
の
四
神
相
応
の
地
を
求
め
る
と
、

（

）

長
岡
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
氏
は
、
百
済
王
氏
の
積
極
的
協
力
に
よ
る
円
丘
の

設
定
を
考
慮
す
る
と
、
中
国
の
通
例
（
南
南
東
一
〜
二
里
）
を
若
干
変
更
せ
ざ
る

え
ず
、
交
野
郊
祀
の
地
は
、
長
岡
京
羅
城
門
推
定
地
か
ら
南
南
西
二
里
強
の
地
点

で
あ
る
と
記
す
。

ま
た
吉
川
真
司
氏
も
、
継
縄
が
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
交
野
や
百
済
王
氏
と
密
接

な
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
た
め
だ
が
、
交
野
は
長
岡
京
の
南
南
西
一
〇
㌔
の
場
所

に
在
り
、
円
丘
を
設
け
る
に
は
遠
す
ぎ
る
。
敢
え
て
交
野
を
選
ん
だ
の
は
、
百
済

王
氏
│
継
縄
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
天
神
祭
祀
が
推
進
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
述

（

）

べ
る
。

さ
ら
に
西
本
昌
弘
氏
は
、
百
済
王
氏
の
本
拠
で
あ
る
交
野
で
郊
祀
を
行
な
っ
た

の
は
、
出
自
工
作
の
準
備
で
あ
る
と
と
も
に
、
光
仁
│
桓
武
│
安
殿
と
続
く
新
政

（

）

権
の
正
統
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
も
秘
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
百
済
王
氏
と
の
関
わ
り
か
ら
交
野
で
郊
祀
が
行
な
わ
れ
た
と

す
る
説
が
多
数
を
占
め
、
納
得
で
き
る
。

冒
頭
に
紹
介
し
た
王
莽
の
郊
祀
の
改
革
に
「
天
と
地
を
南
郊
に
合
祭
し
、
高
祖

と
高
后
を
配
す
」
と
あ
る
。
ま
た
小
島
毅
氏
は
、
王
莽
の
上
奏
文
に
あ
る
、
天
と

地
を
合
祭
し
、
始
祖
を
天
に
、
そ
の
后
を
地
に
あ
わ
せ
祭
る
の
は
、
一
体
化
の
意

味
を
表
す
と
述
べ
、
晋
朝
の
宣
帝
（
司
馬
懿
）
夫
妻
の
郊
祀
を
例
に
挙
げ
て
い

（

）
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
国
思
想
の
造
詣
が
深
い
桓
武
天
皇
は
、
百
済
王
氏
を
母

高
野
新
笠
の
出
身
母
体
と
み
な
し
、
交
野
柏
原
の
地
で
、
光
仁
を
祀
る
郊
祀
を
行

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
百
済
王
氏
へ
の
叙
位
、
交
野
行
幸
・
百
済
王
氏
女
人
の

（

）

後
宮
入
り
・『
和
氏
譜
』
編
纂
へ
と
続
き
、
高
野
新
笠
「
崩
伝
」（
延
暦
九
年
正
月

壬
子
条
）
に
は
、
桓
武
の
母
新
笠
が
百
済
国
武
寧
王
の
子
孫
で
あ
り
、
百
済
王
の

始
祖
都
慕
王
の
末
裔
と
記
さ
れ
、
桓
武
の
系
譜
が
百
済
王
に
繋
が
る
。
翌
月
桓
武

は
、
継
縄
の
右
大
臣
任
官
の
後
、「
百
済
王
等
者
、
朕
之
外
戚
也
。
…
」（
延
暦
九

年
二
月
甲
午
条
）
と
詔
を
下
し
て
い
る
。

桓
武
天
皇
は
延
暦
二
年
（
一
〇
月
戊
午
条
）、
即
位
後
始
め
て
の
行
幸
先
に
交

野
を
選
び
、
五
日
間
滞
在
し
、
交
野
郡
の
田
租
免
除
や
百
済
寺
に
正
税
一
万
束
施

入
、
百
済
王
氏
に
叙
位
と
い
う
破
格
の
恩
寵
を
与
え
て
い
る
。
郊
祀
場
所
の
下
見

と
い
わ
れ
て
い
る
行
幸
で
あ
る
。
こ
の
時
叙
位
さ
れ
た
百
済
王
明
信
は
、
聖
武
天

皇
に
寵
遇
を
受
け
た
百
済
王
敬
福
の
孫
で
あ
り
、
継
縄
を
伴
侶
に
持
っ
た
こ
と
で

尚
侍
と
な
り
、
継
縄
の
昇
進
と
と
も
に
後
宮
で
大
き
な
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
人

物
で
あ
る
。
桓
武
の
即
位
と
と
も
に
、
継
縄
は
昇
進
し
、
郊
祀
の
企
画
に
か
か
わ

り
、
明
信
を
通
じ
て
百
済
王
氏
を
配
下
に
従
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
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三
．
郊
祀
円
丘
の
候
補
地
（
図
２
・
図
３
参
照
）

先
行
研
究
で
は
、
郊
祀
円
丘
の
場
所
と
し
て
、
次
の
六
ヵ
所
が
候
補
に
挙
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
ど
の
候
補
地
も
確
証
は
な
い
。

Ａ

杉
ヶ
本
神
社
説
（
南
方
の
一
本
杉
、
大
字
片
鉾
）

（

）

『
河
内
志
』
に
は
、「
古
蹟
、
廃
郊
祀
檀
在
二

片
鉾
村
一

…
曰
二

交
野
原
一
本
杉
一

」

（

）

（

）

と
記
さ
れ
、『
河
内
名
所
圖
會
』、『
大
阪
府
全
志
』
と
も
に
、
郊
祀
円
丘
片
鉾
説

を
採
用
し
、『
枚
方
市
史
』（
旧
）
で
は
郊
祀
檀
址
と
し
て
「
一
本
杉
」
の
写
真
を

（

）

掲
載
し
て
い
る
。
瀧
川
政
次
郎
氏
は
『
河
内
志
』
を
引
用
し
、
杉
ヶ
本
神
社
南
方

の
一
本
杉
が
長
岡
内
裏
の
巳
の
方
位
の
郊
野
に
当
り
、
唐
制
に
則
っ
た
地
で
あ
る

（

）

と
述
べ
る
。
ま
た
林
陸
朗
氏
も
瀧
川
説
を
踏
襲
し
、「
若
干
の
不
安
は
あ
る
が
」

と
前
置
き
し
、
地
元
の
伝
承
と
小
丘
の
存
在
に
よ
り
、
郊
祀
円
丘
の
址
と
推
定
す

（

）

る
と
述
べ
る
。

し
か
し
『
枚
方
市
史
』（
旧
）
に
掲
載
の
写
真
「
一
本
杉
」
は
、
現
在
何
処
に

も
痕
跡
を
残
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
在
の
杉
ヶ
本
神
社
は
敷
地
が
狭
く
民
家
が

密
集
し
、
高
低
差
が
な
く
見
晴
ら
し
が
良
く
な
い
。

馬
部
隆
弘
氏
は
、『
河
内
志
』
が
片
鉾
を
比
定
地
と
し
た
の
は
、
作
者
並
河
誠

所
の
思
い
つ
き
で
あ
り
、
編
纂
前
の
享
保
一
九
年
に
作
成
さ
れ
た
杉
ヶ
本
神
社
の

由
緒
書
で
は
、
郊
祀
壇
の
こ
と
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
片
鉾
村
に
伝
承
も
な
か
っ
た

と
い
う
。『
五
畿
内
志
』
に
は
、
並
河
の
独
創
と
思
わ
れ
る
説
が
豊
富
に
含
ま
れ
、

不
足
や
誤
り
を
偽
文
書
で
補
う
者
も
現
れ
、
後
進
の
地
誌
な
ど
が
引
用
し
て
い
る

（

）

と
述
べ
る
。

図 3 牧野車塚古墳周辺地図
大日本帝国陸地測量部
二万分一地形図大阪近傍（高槻）
（明治 41年測図）書込；三好

図 2 郊祀円丘の候補地
原図は『明治前期関西地誌図集成』
（枚方・淀 二万五千分の一：1884年～1890年、柏書房）
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Ｂ

片
鉾
村
・
小
倉
村
説

西
田
敏
秀
氏
は
、「
四
坪
ば
か
り
の
墳
墓
の
様
な
形
の
小
丘
」
の
存
在
し
た
、

杉
ヶ
本
神
社
南
方
説
が
、
付
近
に
所
在
す
る
大
字
小
倉
の
小
字
名
に
「
柏
原
」

（

）

「
元
柏
原
」
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
も
有
力
な
候
補
地
と
し
て
い
る
。

ま
た
吉
川
真
司
氏
も
、
郊
祀
円
丘
の
遺
跡
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
昔
は
杉
ヶ
本
神

社
の
南
に
円
丘
が
あ
り
、
小
規
模
で
古
代
の
円
丘
跡
か
ど
う
か
解
ら
な
い
。
し
か

し
、
片
鉾
に
隣
接
す
る
小
倉
の
地
に
は
、「
柏
原
」「
元
柏
原
」
と
い
っ
た
地
名
が

残
り
、
こ
の
一
帯
が
「
交
野
柏
原
」
の
有
力
候
補
地
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

茫
々
と
広
が
る
交
野
ヶ
原
の
北
部
に
あ
っ
て
、
天
王
山
を
は
る
か
北
方
に
臨
む
勝

（

）

地
と
記
す
。

西
田
・
吉
川
両
氏
の
柏
原
を
含
む
片
鉾
・
小
倉
一
帯
説
に
賛
同
す
る
が
、
あ
え

て
私
は
片
鉾
村
を
切
り
離
し
て
、
大
字
小
倉
の
「
柏
原
」
の
字
名
が
残
る
小
倉
村

に
限
定
し
た
牧
野
車
塚
古
墳
周
辺
を
候
補
地
と
考
え
た
い
。
こ
の
こ
と
は
四
節
で

述
べ
る
。
ま
た
、
Ｃ
説
〜
Ｆ
説
に
つ
い
て
は
根
拠
が
十
分
で
な
く
、
ま
と
め
て
検

討
す
る
。

Ｃ

片
埜
神
社
説
（
大
字
坂
字
一
ノ
宮
）

吉
田
東
伍
氏
は
、「
片
野
神
社
、
牧
村
大
字
坂
に
あ
り
…
桓
武
天
皇
天
神
を
祀

り
た
ま
へ
る
遺
祠
な
り
、
延
喜
式
に
列
す
」
と
記
し
、「
延
喜
式
」
を
根
拠
と
し

（

）

て
、
片
埜
神
社
を
挙
げ
、『
河
内
志
』
の
片
鉾
説
は
確
証
な
し
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
『
枚
方
市
史
』（
旧
）
で
は
、
片
埜
神
社
の
由
緒
書
を
載
せ
、「
延
喜
式
内
社

（

）

で
郊
祀
の
場
所
か
」
と
記
す
。

Ｄ

交
野
天
神
社
説
（
大
字
楠
葉
字
天
満
）

『
枚
方
市
史
』（
旧
）
は
交
野
天
神
社
の
「
交
野
天
神
縁
起
」
を
引
用
し
、
祭
神

が
光
仁
天
皇
で
郊
祀
祭
天
が
行
な
わ
れ
た
の
が
、
当
社
の
起
源
と
紹
介
し
て
い

（

）
る
。

Ｅ

禁
野
本
町
遺
跡
説
（
百
済
王
氏
邸
宅
推
定
地
）

宇
治
田
和
生
氏
は
、
禁
野
本
町
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
大
・
小
の
二
重
の
方
形
区

画
遺
構
が
地
理
的
位
置
や
一
町
を
越
え
る
規
模
な
ど
か
ら
、
郊
祀
壇
の
跡
と
し
て

（

）

い
る
。

Ｆ

交
野
山
頂
説
（
百
済
寺
跡
か
ら
南
東
七
㌔
）

福
永
光
司
・
千
田
稔
・
高
橋
徹
の
三
氏
は
、
交
野
が
祭
の
地
に
擬
せ
ら
れ
る
の

は
交
野
山
を
お
い
て
な
い
と
述
べ
、
桓
武
の
新
都
の
選
定
に
当
っ
て
、
讖
緯
説
を

受
け
継
い
だ
道
教
思
想
の
場
所
が
交
野
と
し
、
郊
祀
の
制
は
儒
教
に
則
っ
た
儀
礼

で
あ
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
道
教
的
思
想
を
ま
じ
え
て
実
施

（

）

さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
し
て
い
る
。

Ｃ
説
〜
Ｆ
説
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
Ｃ
説
の
片
埜
神
社
は
、
京
阪
牧

野
駅
か
ら
南
東
へ
三
〇
〇
㍍
程
、
商
店
街
を
抜
け
て
進
む
と
民
家
の
中
に
あ
り
、

高
低
差
は
な
く
見
晴
し
は
良
く
な
い
。
向
か
い
の
牧
野
公
園
に
は
、
阿
弖
流
為
・

母
禮
の
塚
が
あ
る
。
Ｄ
説
の
交
野
天
神
社
は
、
楠
葉
駅
か
ら
北
東
へ
約
二
㌔
、
京

都
府
と
の
県
境
近
く
に
位
置
し
て
、
民
家
の
密
集
地
の
急
坂
を
登
り
詰
め
る
と
広

い
敷
地
内
に
木
が
生
い
茂
り
、
継
体
天
皇
の
樟
葉
宮
跡
の
祠
が
あ
る
。
Ｃ
と
Ｄ
は

伝
承
の
寄
せ
集
め
の
感
が
あ
り
、
信
憑
性
が
低
い
。

馬
部
隆
弘
氏
は
三
浦
蘭
阪
の
研
究
を
紹
介
し
、
片
埜
神
社
が
江
戸
時
代
に
「
一

宮
」
あ
る
い
は
「
牧
一
宮
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
で
、『
河
内
志
』
が
「
延
喜
式
」

神
名
帳
の
片
野
神
社
に
比
定
し
た
の
は
誤
り
で
、
星
田
村
の
星
田
神
社
が
「
延
喜

式
」
の
い
う
式
内
片
野
神
社
で
あ
る
。
背
景
に
明
治
期
の
由
緒
の
変
転
が
あ
り
、

片
埜
神
社
が
社
格
上
昇
の
た
め
、
昊
天
祭
祀
の
由
緒
を
利
用
し
た
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
馬
部
氏
は
交
野
天
神
社
に
つ
い
て
、
石
清
水
神
宮
律
寺
沙
門
実
長
が

― ６ ―



「
交
野
天
神
縁
起
」（
元
禄
一
五
年
）
の
執
筆
を
頼
ま
れ
、
交
野
郡
内
の
天
神
社
で

あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
推
測
で
昊
天
祭
祀
の
場
所
と
し
た
の
で
あ
り
、
楠
葉
の
伝

承
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
往
古
よ
り
「
天
神
社
」
と
称
さ
れ
、「
交
野

天
神
社
」
の
呼
称
に
確
定
し
た
の
は
明
治
二
一
年
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い

（

）
る
。
以
上
か
ら
、
Ｃ
説
（
片
埜
神
社
）
の
延
喜
式
内
社
を
根
拠
と
す
る
吉
田
東
伍

説
や
、
Ｄ
説
（
交
野
天
神
社
）
の
光
仁
を
祭
神
と
す
る
説
の
、
郊
祀
円
丘
地
は
考

え
難
い
。

Ｅ
説
の
禁
野
本
町
遺
跡
は
、
百
済
寺
跡
か
ら
北
へ
五
百
㍍
の
場
所
に
あ
り
、
高

台
で
は
あ
る
が
、
当
時
邸
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
、
郊
祀
円
丘
の
場
所

と
し
て
相
応
し
い
と
は
い
え
な
い
。
西
田
敏
秀
氏
は
、
方
形
区
画
遺
構
は
郊
祀
壇

で
は
な
い
と
し
て
、
二
重
の
区
画
溝
と
捉
え
る
の
が
良
い
か
、
区
画
溝
は
内
側
だ

け
で
、
外
側
の
も
の
は
道
路
側
溝
な
ど
と
し
て
捉
え
る
の
が
良
い
の
か
再
考
す
べ

（

）

き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
網
伸
也
氏
は
、
二
重
構
造
の
方
形
空
間
に
郊
祀

壇
の
よ
う
な
円
丘
の
存
在
は
な
い
と
し
、
推
測
と
し
て
遊
猟
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

に
か
か
わ
る
遺
構
と
考
え
ら
れ
、
行
幸
時
に
区
画
内
を
帷
帳
で
囲
い
、
仮
設
の
建

（

）

物
が
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。

Ｆ
説
の
交
野
山
は
、
標
高
約
三
五
〇
㍍
で
山
頂
に
巨
岩
が
あ
り
、
大
勢
の
貴
族

と
従
者
が
寒
空
に
登
り
、
夜
半
に
郊
祀
の
儀
式
を
執
行
す
る
こ
と
は
厳
し
く
、
困

難
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
讖
緯
説
で
あ
る
が
、
道
教
思
想
と
は
理
解
で
き
な

い
。
林
陸
朗
氏
は
、
桓
武
の
天
応
元
年
辛
酉
即
位
│
延
暦
三
年
甲
子
長
岡
京
遷
都

と
い
う
辛
酉
・
甲
子
革
命
の
讖
緯
説
は
中
国
に
古
く
か
ら
あ
る
政
治
思
想
と
説
明

（

）

し
て
い
る
。
ま
た
東
野
治
之
氏
は
、
桓
武
が
新
王
朝
の
正
統
性
を
裏
付
け
る
理
論

的
支
え
と
し
て
、
王
朝
の
交
替
を
当
然
の
前
提
と
す
る
儒
教
が
見
直
さ
れ
、
特
に

『
春
秋
』
の
持
つ
実
践
的
性
格
を
積
極
的
に
利
用
し
た
と
述
べ
、
日
本
古
代
に
教

（

）

団
と
し
て
の
道
教
は
入
っ
て
い
な
い
と
断
言
し
て
い
る
。

以
上
六
候
補
地
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｆ
説
（
交
野
山
頂
）
を
除
く
五
候
補
地
は
、

長
岡
京
か
ら
南
南
西
ほ
ぼ
一
〇
㌔
前
後
の
地
点
で
あ
る
。
Ａ
説
（
杉
ヶ
本
神
社
南

方
の
一
本
杉
）
が
有
力
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
確
証
は
な
い
。
桓
武
朝
か
ら

文
徳
朝
ま
で
約
七
〇
年
間
、
郊
祀
円
丘
が
風
雪
に
耐
え
て
存
在
し
て
い
た
と
す
れ

ば
、
頑
丈
な
構
造
で
あ
り
、
唐
の
郊
祀
壇
と
遜
色
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
桓
武
は

権
威
の
象
徴
と
し
て
円
丘
を
作
り
、
中
国
思
想
を
取
り
入
れ
た
、
従
来
に
な
い
儀

式
で
人
々
を
圧
倒
す
る
演
出
を
し
た
に
違
い
な
い
。

四
．
郊
祀
円
丘
の
場
所
「
柏
原
」、
牧
野
車
塚
古
墳
説
（
Ｇ
説
）

国
史
に
は
、
延
暦
四
年
に
「
交
野
柏
原
」
で
天
神
を
祀
る
（
史
料
１
）
と
あ

り
、
延
暦
六
年
に
「
交
野
」（
史
料
２
）、
斉
衡
三
年
に
「
河
内
国
交
野
乃
原
」

（
史
料
３
、
辛
酉
条
）、「
河
内
国
交
野
郡
柏
原
野
」（
同
、
壬
戌
条
）
と
記
さ
れ
て

い
る
。

法
務
局
の
明
治
期
の
旧
土
地
台
帳
で
は
、「
柏
原
」「
元
柏
原
」「
柏
原
北
」「
柏

原
南
」「
元
柏
原
谷
」「
大
塚
」「
車
塚
」（
以
上
を
「
柏
原
」
一
帯
と
呼
称
す
る
）

の
小
字
名
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
法
務
局
と
市
役
所
に
は
字
名
の
入
っ
た
地
図

は
造
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
必
要
性
も
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
旧
土
地
台
帳

か
ら
抽
出
し
た
、「
柏
原
」
近
辺
の
四
五
の
字
名
に
二
三
五
件
分
の
番
地
が
あ
て

は
ま
り
、
一
覧
表
（
図
４
）
を
作
成
し
て
、
市
の
字
切
図
に
復
原
（
図
５
）
し
た

と
こ
ろ
、
小
字
の
「
柏
原
」
一
帯
は
、
古
墳
の
周
り
に
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
牧
野
車
塚
古
墳
の
所
在
地
は
大
字
小
倉
三
六
九
（
旧
土
地
台
帳
と
字

切
図
を
照
合
す
る
と
、
大
字
小
倉
字
車
塚
三
六
九
）
で
あ
り
、
こ
の
番
地
の
ま
わ
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り
に
「
柏
原
」
一
帯
、「
墓
之
本
」「
正
ヶ
塚
」「
赤
塚
」
な
ど
古
墳
に
因
む
小
字

が
続
く
こ
と
が
解
っ
た
。『
枚
方
市
史
』（
旧
）
に
は
明
治
二
二
年
に
、
交
野
郡
小

倉
村
は
牧
野
村
大
字
小
倉
と
な
り
、
杉
ヶ
本
神
社
（
Ａ
説
）
が
あ
る
片
鉾
村
は
、

（

）

山
田
村
大
字
片
鉾
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
牧
野
車
塚
古
墳
か
ら
八
百
㍍
南

東
に
杉
ヶ
本
神
社
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
例
え
ば
旧
土
地
台
帳
（
図
６
）
の
大
字

小
倉
字
柏
原
二
九
五
は
、
現
在
の
住
宅
地
図
で
は
、
枚
方
市
小
倉
東
町
３０
〜
３７
・

３９
（
図
７
）
と
な
っ
て
い
る
。
旧
土
地
台
帳
か
ら
は
、
山
林
で
あ
っ
た
土
地
が
相

続
な
ど
で
代
々
名
義
変
更
し
た
こ
と
が
解
り
、
現
在
住
宅
約
五
〇
戸
に
分
筆
さ
れ

て
い
る
。
昭
和
初
期
の
地
理
院
地
図
に

は
、「
柏
原
」
一
帯
が
山
林
と
畑
地
で
あ

っ
た
。

牧
野
車
塚
古
墳
は
、『
大
阪
府
全
志
』

に
は
「
部
落
の
東
方
な
る
柏
原
に
あ
り
」

と
紹
介
さ
れ
、
古
墳
一
帯
を
里
人
が
柏
原

（

）

と
称
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
牧
野
車

塚
古
墳
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
北
に
穂

谷
川
、
西
に
淀
川
を
望
む
標
高
二
二
㍍
の

交
野
台
地
に
、
四
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た

前
方
後
円
墳
（
全
長
約
一
〇
七
㍍
・
高
さ

約
八
㍍
）
で
あ
り
、
か
つ
て
周
辺
部
に
子

供
塚
・
権
現
塚
・
赤
塚
・
シ
ョ
ウ
ガ
塚
な

ど
が
点
在
し
、
盟
主
墳
と
し
て
車
塚
古
墳

群
を
形
成
し
て
い
た
が
、
南
側
一
帯
に
旧

陸
軍
枚
方
製
造
所
が
建
設
さ
れ
、
広
大
な

面
積
を
整
地
（
最
高
五
㍍
の
埋
立
）
し
た
結
果
、
車
塚
古
墳
以
外
は
こ
と
ご
と
く

消
滅
し
た
と
記
す
。
車
塚
古
墳
は
周
り
に
周
溝
と
外
堤
を
備
え
、
墳
丘
部
の
葺
き

石
に
徳
島
県
吉
野
川
流
域
産
な
ど
の
板
石
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
図

８
）。
出
土
の
遺
物
に
は
埴
輪
の
他
、
近
世
陶
磁
器
な
ど
も
あ
る
が
、
遺
物
整
理

（

）

は
未
実
施
で
あ
る
と
記
す
。

ま
た
、
京
都
橘
大
学
の
報
告
書
に
は
渡
土
手
６
ヵ
所
が
確
認
さ
れ
た
と
あ
る

（
図
９
、
Ａ
〜
Ｄ
、
２
・
５
）。
渡
土
手
の
役
割
は
、
墳
丘
と
墳
丘
外
を
結
ぶ
通
路

と
し
て
あ
る
と
か
、
周
濠
に
水
を
張
る
た
め
に
あ
る
と
か
の
意
見
が
あ
る
が
、
現

図
４

牧
野
車
塚
古
墳
周
辺
の
小
字
名
（
番
地
）
一
覧
表
（
牧
野
村
大
字
小
倉
の
一
部
）
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在
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
牧
野
車
塚
古
墳
は
水
の
張
ら
な
い
周
溝
で
、

渡
土
手
が
外
縁
の
後
付
け
か
い
な
か
は
不
明
で
あ
り
、
地
形
に
高
低
差
が
生
じ
、

傾
斜
を
暖
和
さ
せ
基
底
線
を
明
確
に
す
る
た
め
、
階
段
状
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
と

（

）

記
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
に
は
、
遺
物
と
し
て
土
師
器
片
、
須
恵
器
片
、
埴
輪

片
の
出
土
が
記
さ
れ
て
い
る
が
詳
細
は
な
い
（
図
９
、
５
付
近
）。

葺
き
石
で
覆
わ
れ
た
牧
野
車
塚
古
墳
上
で
、
郊
祀
の
祭
天
が
行
な
わ
れ
た
と
す

れ
ば
、
渡
土
手
が
あ
る
こ
と
で
、
壇
上
に
登
る
に
は
好
都
合
で
あ
る
。
車
塚
古
墳

の
北
側
に
ひ
ろ
が
る
小
倉
東
遺
跡
（
図
８
）
は
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
平
安
時
代

中
期
・
近
世
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
り
、
奈
良
時
代
後
半
の
合
口
甕
棺
や
平

安
時
代
の
埋
甕
な
ど
の
埋
葬
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
遺
物
に
は
布
目
瓦
や
塼
な
ど
寺

院
を
想
定
さ
せ
る
も
の
や
土
馬
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
粟
倉
神
社
（
図
７
）

の
東
に
隣
接
す
る
公
園
（
車
塚
古
墳
か
ら
西
へ
四
〇
〇
㍍
）
に
二
基
の
瓦
窯
（
粟

倉
瓦
窯
跡
）
が
検
出
さ
れ
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
の
遺
物
や
古
瓦

も
出
土
、
枚
方
市
史
（
十
二
）
に
は
、
一
九
四
五
年
の
調
査
で
白
鳳
期
の
瓦
が
出

（

）

土
し
て
い
る
の
で
、
古
代
寺
院
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
粟
倉
寺
の
可
能
性
が

（

）

高
い
と
述
べ
て
い
る
。
現
在
発
掘
の
途
上
と
あ
り
、
今
後
の
調
査
を
期
待
し
た

い
。と

こ
ろ
で
、
古
墳
を
転
用
す
る
例
は
多
々
報
告
さ
れ
て
い
る
。
市
庭
古
墳
（
宮

内
庁
治
定
平
城
天
皇
楊
梅
陵
）
の
後
円
部
周
濠
部
分
は
奈
良
時
代
に
庭
園
に
転
用

（

）

さ
れ
、
前
方
後
円
墳
で
あ
る
塩
塚
古
墳
や
猫
塚
古
墳
は
、
松
林
苑
の
苑
内
に
取
り

（

）

込
ま
れ
、
築
山
な
ど
苑
池
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
物
集
女
車
塚
古
墳
周
辺
遺
跡
の
報
告
に
よ
る
と
、
長
岡
京
期
の
柵
や
柵

に
隣
接
す
る
廂
付
き
掘
立
柱
建
物
等
の
検
出
が
あ
り
、
南
接
す
る
物
集
女
車
塚
古

墳
の
占
め
る
「
修
景
」
の
役
割
は
大
き
く
、「
北
苑
」
あ
る
い
は
長
岡
京
北
辺
地

○は柏原二九五番地 ●は柏原の付く字名（書込 三好）
図 5 小字復元図（牧野村大字小倉地図）（字切図：大正六年二月調整、枚方市史料室）
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（
栗
倉
瓦
窯
跡
・
ア
ゼ
ク
ラ
遺
跡
）

大字小倉字柏原 295

図 7 現在の地図（国土地理院地図） 図 6 旧土地台帳

図 9 牧野車塚古墳
『京都橘大学 文化財調査報告 2009』4頁
（書込 三好）

図 8 牧野車塚古墳
『史跡牧野車塚古墳－第二次調査－』2頁
（枚方市文化財研究調査会）
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（

）

域
の
景
観
構
成
要
素
と
述
べ
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
出
土
遺
物
と
し
て
後
円
墳
の

近
く
か
ら
土
師
器
（
供
膳
具
）、
須
恵
器
（
杯
・
蓋
類
、
壷
）
が
検
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

齊
藤
基
生
氏
に
よ
る
と
、
古
墳
の
墳
丘
を
古
代
の
祭
壇
に
転
用
し
た
伊
瀬
粟
地

遺
跡
墳
丘
墓
遺
跡
（
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
）
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
墳
丘
墓
が

三
百
年
の
空
白
の
後
、
六
世
紀
か
ら
百
年
間
隔
で
三
回
の
、
須
恵
器
を
伴
う
祭
祀

（

）

が
行
な
わ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
真
壁
葭
子
氏
は
、
墳
丘
利
用
の
事
例
と
し

て
、
松
岳
山
古
墳
（
大
阪
府
柏
原
市
）
が
船
氏
の
墓
地
に
転
用
さ
れ
、
船
王
後

（
飛
鳥
時
代
の
官
人
）
墓
誌
が
埋
置
さ
れ
た
と
あ
る
。
五
世
紀
代
に
造
ら
れ
た
河

内
の
強
力
な
王
権
の
中
心
と
な
る
勢
力
の
古
墳
を
、
王
辰
爾
を
祖
と
す
る
船
氏
が

（

）

便
乗
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
、
百
済
王
氏
の
領
域
に
あ
る
牧
野
車

塚
古
墳
を
桓
武
天
皇
の
母
方
の
古
墳
に
擬
し
た
と
推
測
で
き
る
。

以
上
か
ら
、
古
墳
の
転
用
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
交
野
で
の
郊

祀
は
、
長
岡
京
造
営
に
併
行
し
て
行
な
わ
れ
た
円
丘
の
造
作
で
あ
る
た
め
、
牧
野

車
塚
古
墳
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
交
野
ヶ
原
で
高
く
見
晴
ら
し

の
良
い
場
所
は
牧
野
車
塚
古
墳
上
よ
り
他
に
な
く
、「
柏
原
」
一
帯
の
場
所
で
あ

る
、
牧
野
車
塚
古
墳
上
に
郊
祀
円
丘
が
造
ら
れ
、
祭
天
が
行
な
わ
れ
た
と
想
定
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
車
塚
古
墳
や
小
倉
東
遺
跡
出
土
の
遺
物
分
析
が
進
ん
で
お

ら
ず
、
郊
祀
の
痕
跡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

お

わ

り

に

桓
武
天
皇
が
郊
祀
の
場
所
に
選
ん
だ
交
野
柏
原
と
は
ど
こ
か
、
桓
武
朝
の
郊
祀

に
、
桓
武
や
藤
原
継
縄
、
百
済
王
氏
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
を
考
察
し
て

き
た
。
桓
武
の
母
高
野
新
笠
の
出
身
母
体
で
あ
る
百
済
王
氏
の
居
住
地
交
野
で
、

光
仁
天
皇
を
配
祀
し
て
の
郊
祀
は
、
卑
母
を
持
つ
桓
武
の
権
威
を
高
め
、
天
智
系

新
王
朝
を
創
始
し
た
宣
言
で
あ
っ
た
。
桓
武
即
位
の
時
か
ら
の
寵
臣
で
あ
る
継
縄

は
、
渡
来
系
の
母
を
持
つ
桓
武
の
思
惑
を
理
解
し
、
郊
祀
の
代
拝
を
命
じ
ら
れ
て

（

）

い
る
。
継
縄
は
百
済
王
氏
を
配
下
に
従
え
て
、
桓
武
の
寵
握
を
被
っ
た
妻
、
百
済

王
明
信
と
と
も
に
桓
武
の
側
近
く
で
奉
仕
し
、
百
済
王
家
と
系
譜
を
繋
ぐ
こ
と

で
、
桓
武
の
出
自
を
保
障
し
て
い
る
。

私
が
想
定
し
た
郊
祀
円
丘
の
場
所
は
、
百
済
王
氏
の
居
住
域
で
あ
る
交
野
台
地

に
位
置
し
、「
柏
原
」
一
帯
の
字
名
が
残
る
、
牧
野
車
塚
古
墳
上
と
し
た
。
明
治

の
旧
土
地
台
帳
で
は
、「
柏
原
」
一
帯
が
山
林
と
畑
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
車
塚

古
墳
群
は
、
す
べ
て
の
陪
塚
が
破
壊
さ
れ
現
存
せ
ず
、
都
市
化
で
工
場
や
住
宅
が

建
ち
並
ぶ
。
こ
の
古
墳
一
帯
に
、
郊
祀
の
痕
跡
が
埋
も
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
現
在
車
塚
古
墳
の
ま
わ
り
は
公
園
に
整
備
さ
れ
、
発
掘
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。延

暦
四
年
の
柏
原
に
お
い
て
、
大
小
古
墳
が
並
ぶ
中
、
ひ
と
き
わ
大
き
い
牧
野

車
塚
古
墳
上
に
、
郊
祀
円
丘
が
築
か
れ
た
と
考
え
、
字
名
が
残
る
「
柏
原
」
を
根

拠
に
郊
祀
祭
天
が
行
な
わ
れ
た
場
所
と
し
た
。
当
時
、
牧
野
車
塚
古
墳
の
西
側
に

流
れ
る
淀
川
が
、
現
在
よ
り
古
墳
近
く
に
流
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
北
方
に
天
王
山
を
眺
め
、
そ
の
右
奥
に
長
岡
京
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
円
丘
の
遺
構
な
ど
は
、
ど
の
郊
祀
候
補
地
か
ら
も
出
て
い
な
い
。
し
か

し
、
ど
の
候
補
地
よ
り
も
牧
野
車
塚
古
墳
上
に
円
丘
を
築
く
こ
と
は
、
唐
の
郊
祀

に
近
く
雄
大
で
、
人
々
を
威
圧
す
る
も
の
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
今
後
の
発
掘

に
期
待
し
た
い
。
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註（
１
）
金
子
修
一
『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
一
二
・
五

二
・
五
三
頁
。
氏
は
、
一
九
九
九
年
に
西
安
市
で
、
唐
の
円
丘
（
南
郊
壇
）
の

遺
址
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。「
四
層
の
円
壇
で
、
下
か
ら
第
一

層
の
直
径
は
約
五
四
㍍
、
第
二
層
約
四
〇
㍍
、
第
三
層
約
二
九
㍍
、
第
四
層

（
頂
層
）
約
二
〇
㍍
、
各
層
の
層
高
は
不
等
で
一
・
五
〜
二
・
三
㍍
、
各
層
の
周

囲
に
一
二
の
階
段
が
あ
り
、
南
階
は
皇
帝
用
で
、
す
べ
て
土
を
用
い
た
版
築
で

階
段
等
は
石
灰
を
塗
抹
し
て
、
外
観
を
白
く
保
つ
よ
う
に
し
て
い
る
。
…
」
と

記
す
。
一
七
二
〜
一
七
三
頁
。

〔
円
丘
の
大
き
さ
に
つ
い
て
〕『
大
唐
郊
祀
録
』
巻
第
四

其
円
丘
長
安
在
明
徳
門
外
東
南
二
里
洛
陽
在
定
…
其
北
四
成
各
高
八
尺
一

寸
下
成
廣
二
十
丈
再
成
廣
十
五
丈
三
成
廣
十
丈
、
四
成
廣
五
丈
…

（
壇
は
四
段
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
八
尺
一
寸
、
下
段
は
広
さ
二
十

丈
、
二
段
目
は
十
五
丈
、
三
段
目
は
十
丈
、
四
段
目
は
五
丈
）

瀧
川
政
次
郎
氏
（
註
５
）
は
交
野
の
天
壇
も
こ
の
規
模
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。

四
九
〇
頁
。

（
２
）
吉
川
真
司
『
聖
武
天
皇
と
仏
都
平
城
京
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
）
二
六
二

頁
。

（
３
）
西
本
昌
弘
『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
人

桓
武
天
皇
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
）
三
四
〜
三
七
頁
。

（
４
）
桓
武
天
皇
の
交
野
行
幸
記
事
に
、「
継
縄
が
百
済
王
氏
を
率
い
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

・
延
暦
六
年
十
月
己
亥
条
「
主
人
率
二

百
済
王
等
一

奏
二

種
種
之
楽
一

。」

・
延
暦
十
年
十
月
己
亥
条
「
右
大
臣
率
二

百
済
王
等
一

、
奏
二

百
済
楽
一

。」

こ
の
記
事
か
ら
、
奥
田
尚
氏
は
継
縄
が
百
済
王
氏
を
率
い
る
と
い
う
関
係
が
成

立
し
て
い
た
と
述
べ
る
。（「
百
済
王
氏
の
百
済
寺
」『
枚
方
市
史
第
二
巻
』
一
九

七
二
年
、
一
九
五
頁
）。
大
坪
秀
敏
氏
は
、
継
縄
が
百
済
王
氏
を
統
括
す
る
立
場

に
あ
っ
た
と
し
て
、
明
信
と
の
婚
姻
成
立
以
降
、
百
済
王
氏
の
動
向
は
常
に
藤

原
南
家
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。（『
百
済
王
氏
と
古
代
日
本
』
雄

山
閣
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
一
・
二
七
一
頁
）。

（
５
）
瀧
川
政
次
郎
「
革
命
思
想
と
長
岡
京
遷
都
」（
法
制
史
論
叢
第
二
冊
『
京
制
並
び

に
都
城
制
の
研
究
』
角
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）
四
八
四
〜
四
八
八
・
四
九
三

〜
四
九
四
頁
。

（
６
）
林
陸
朗
ａ
『
長
岡
京
の
謎
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
二
年
）
六
六
〜
六
八

頁
。
ｂ
「
長
岡
・
平
安
京
と
郊
祀
円
丘
」（『
古
代
文
化
』
二
六
│
三
、
一
九
七

四
年
）
一
八
頁
。

（
７
）
井
上
満
郎
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選

桓
武
天
皇
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

〇
〇
六
年
）
八
二
〜
八
四
頁
。

（
８
）
大
隅
清
陽
「
桓
武
天
皇
│
中
国
的
君
主
像
の
追
求
と
「
律
令
制
」
の
転
換
」

（『
古
代
の
人
物
４

平
安
の
新
京
』
吉
川
真
司
編
、
清
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）

一
四
〜
一
七
頁
。

（
９
）
大
津
透
『
律
令
国
家
と
隋
唐
文
明
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
二
〇
年
）
一
八
一
・
一

八
二
頁
。

（
１０
）
瀧
川
氏
註
（
５
）
前
掲
論
文
四
九
三
〜
四
九
四
頁
。

（
１１
）
瀧
川
氏
註
（
５
）
前
掲
論
文
四
九
四
頁
。

（
１２
）
林
氏
註
（
６
）
ｂ
前
掲
論
文
一
九
頁
。

（
１３
）
吉
川
氏
註
（
２
）
前
掲
著
書
二
六
二
〜
二
六
三
頁
。

（
１４
）
西
本
氏
註
（
３
）
前
掲
著
書
三
六
〜
三
七
頁
。

（
１５
）
小
島
毅
「
郊
祀
制
度
の
変
遷
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
〇
八
、
一
九
八

九
年
）
一
二
九
〜
一
三
二
頁
。

（
１６
）
『
和
氏
譜
』
は
、
和
気
清
麻
呂
が
中
宮
高
野
新
笠
の
命
令
で
撰
修
し
て
天
皇
へ
提

出
し
、
称
賛
さ
れ
た
こ
と
が
『
日
本
後
紀
』（
延
暦
一
八
年
二
月
乙
未
条
「
和
気

清
麻
呂
薨
伝
」）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
清
麻
呂
が
中
宮
太
夫
（
延
暦
七
年
二
月
丙

午
条
）
の
頃
で
あ
る
。

（
１７
）
『
河
内
志
』（『
五
畿
内
志
』
下
巻
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
）
四

二
一
頁
。『
国
史
大
辞
典
』
に
は
、『
五
畿
内
志
』
は
江
戸
幕
府
に
よ
る
最
初
の

官
撰
地
誌
。
正
式
な
名
称
は
『
日
本
輿
地
通
志
畿
内
部
』。
は
じ
め
並
河
誠
所

（
永
）
が
友
人
の
関
祖
衡
と
と
も
に
企
画
し
た
も
の
で
、
関
の
死
後
、
並
河
が
中

心
と
な
っ
て
編
集
し
た
。
…
後
世
の
五
畿
内
に
お
け
る
地
誌
・
名
所
図
会
類
に
、

盛
ん
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
現
在
も
な
お
十
分
に
利
用
で
き
る
史
料
と
し
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て
尊
重
さ
れ
て
い
る
（
藤
本
篤
）
と
あ
っ
た
。『
五
畿
内
志
』
末
尾
に
、
享
保
二

十
年
乙
卯
仲
冬
吉
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１８
）
『
河
内
名
所
圖
會
』
後
篇
下
（
河
六
ノ
四
十
三
）「
郊
祀
檀
廃
跡
杉
村
に
あ
り
、

…
壇
上
の
古
蹟
に
老
杉
あ
り
今
交
野
の
一
本
杉
と
い
ふ
」
と
記
す
。

（
１９
）
『
大
阪
府
全
志
』
巻
之
四
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
六
年
）
一
三
五
六
頁
。「
郊

祀
壇
の
址
…
交
野
の
一
本
杉
…
」
と
記
す
。

（
２０
）
『
枚
方
市
史
』（
旧
）（
枚
方
市
役
所
、
一
九
五
一
年
）
四
三
七
頁
。

（
２１
）
瀧
川
氏
註
（
５
）
前
掲
論
文
四
八
九
〜
四
九
一
頁
。

（
２２
）
林
氏
註
（
６
）
ａ
前
掲
著
書
六
八
〜
七
〇
頁
。
ｂ
前
掲
論
文
一
四
〜
一
五
頁
。

（
２３
）
馬
部
隆
弘
『
由
緒
・
偽
文
書
と
地
域
社
会
│
北
河
内
を
中
心
に
│
』（
勉
誠
出

版
、
二
〇
一
九
年
）
一
三
三
頁
。

（
２４
）
西
田
俊
秀
ａ
「
河
内
国
交
野
郡
素
描
│
奈
良
時
代
〜
平
安
時
代
前
期
の
遺
跡
群

を
中
心
と
し
て
│
」（『
網
干
善
教
先
生
古
希
記
念
考
古
学
論
集
下
巻
』
網
干
善

教
先
生
古
希
記
念
会
、
一
九
九
八
年
）
九
九
三
頁
。
ｂ
「
禁
野
本
町
遺
跡
の
街

区
と
そ
の
形
成
意
義
に
つ
い
て
」（『
禁
野
本
町
遺
跡
Ⅳ
』
枚
方
市
文
化
財
研
究

調
査
会
、
二
〇
一
三
年
）
二
〇
九
頁
。

（
２５
）
吉
川
真
司
「
百
済
王
氏
に
つ
い
て
」（『
禁
野
本
町
遺
跡
Ⅳ
』
枚
方
市
文
化
財
研

究
調
査
会
、
二
〇
一
三
年
）
二
一
九
頁
。
吉
川
氏
註
（
２
）
前
掲
著
書
二
六
三

頁
。

（
２６
）
吉
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
第
一
冊
之
上
（
冨
山
房
、
一
九
八
二
年
）
三

一
〇
頁
。

（
２７
）
『
枚
方
市
史
』（
旧
）
註
（
２０
）
二
八
五
〜
二
八
九
頁
。

（
２８
）
『
枚
方
市
史
』（
旧
）
註
（
２０
）
三
〇
一
〜
三
〇
四
頁
。
沙
門
実
長
の
「
交
野
天

神
縁
起
」
が
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２９
）
宇
治
田
和
生
「
第
四
章
ま
と
め
に
か
え
て
」「
付
章

禁
野
本
町
遺
跡
と
交
野
離

宮
に
つ
い
て
」（『
枚
方
市
文
化
財
調
査
報
告
第
四
二
集

禁
野
本
町
遺
跡
Ⅱ
』

枚
方
市
文
化
財
研
究
調
査
会
、
二
〇
〇
三
年
）
九
九
・
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
。

（
３０
）
福
永
光
司
・
千
田
稔
・
高
橋
徹
『
日
本
の
道
教
遺
跡
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八

七
年
）
一
二
九
・
一
四
〇
頁
。

（
３１
）
馬
部
氏
註
（
２３
）
前
掲
著
書
。
氏
に
よ
る
と
、
三
浦
蘭
阪
は
明
和
二
年
生
ま
れ

の
交
野
郡
坂
村
在
住
の
医
師
で
、
古
文
書
等
の
厖
大
な
資
料
の
蒐
集
研
究
に
力

を
注
ぎ
、『
五
畿
内
志
』
批
判
を
し
て
い
る
と
述
べ
る
（
四
二
五
〜
四
二
七
・
四

四
〇
〜
四
五
一
頁
）。
ま
た
交
野
天
神
社
に
つ
い
て
、
沙
門
実
長
の
跋
文
に
縁
起

の
執
筆
に
至
っ
た
経
緯
が
書
か
れ
て
い
て
、
国
史
に
造
詣
の
深
い
こ
と
を
聞
き
、

頻
り
に
執
筆
を
頼
ま
れ
、
断
り
切
れ
ず
引
き
受
け
た
よ
う
で
あ
る
と
記
す
（
一

一
一
〜
一
一
七
・
一
三
三
〜
一
三
九
頁
）。

（
３２
）
西
田
氏
（
２４
）
ｂ
前
掲
論
文
二
〇
九
頁
。

（
３３
）
網
伸
也
「
考
古
学
か
ら
み
た
百
済
王
氏
の
動
向
│
交
野
移
貫
と
山
背
遷
都
│
」

（『
日
本
古
代
の
み
や
こ
を
探
る
』
舘
野
和
己
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

二
五
〇
〜
二
五
五
頁
。

（
３４
）
林
氏
註
（
６
）
ａ
前
掲
著
書
四
七
頁
。
ｂ
前
掲
論
文
一
八
頁
。

（
３５
）
東
野
治
之
『
朝
日
選
書
六
三
四

遣
唐
使
船

東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
』（
朝
日
新

聞
社
、
一
九
九
九
年
）
一
四
六
〜
一
四
七
・
一
八
〇
〜
一
八
二
頁
。

（
３６
）
『
枚
方
市
史
』（
旧
）
註
（
２０
）
一
一
三
〜
一
一
七
・
一
二
三
〜
一
三
一
頁
。

（
３７
）
『
大
阪
府
全
志
』
註
（
１９
）
一
三
三
七
頁
。

（
３８
）
『
史
跡
牧
野
車
塚
古
墳
│
第
二
次
調
査
│
』（
枚
方
市
文
化
財
研
究
調
査
会
、
二

〇
〇
五
年
）
一
〜
三
・
一
一
〜
一
二
頁
。
西
田
敏
秀
「
穂
谷
・
船
橋
川
流
域
に

お
け
る
古
墳
と
古
代
豪
族
の
動
向
│
牧
野
車
塚
古
墳
群
を
中
心
に
」（『
北
河
内

の
古
墳
』
交
野
市
文
化
財
事
業
団
、
二
〇
〇
九
年
）
二
七
〜
三
〇
頁
。

（
３９
）
『
京
都
橘
大
学
文
化
財
調
査
報
告
』
二
〇
〇
八
（
ａ
）・
二
〇
〇
九
（
ｂ
）（
京
都

橘
大
学
文
学
部
）
ａ
一
〜
八
・
二
三
〜
三
六
頁
・
ｂ
一
〜
九
頁
。

（
４０
）
『
類
聚
国
史
』
嵯
峨
天
皇
の
交
野
行
幸
記
事
に
、
粟
倉
寺
に
施
入
と
あ
る
。

・
弘
仁
七
年
二
月
丙
辰
、
施
二

捨
佐
為
・
百
済
・
粟
倉
僧
尼
三
寺
各
綿
一
百

屯
一

、
是
日
、
駕
至
レ

自
二

交
野
一

。

・
弘
仁
八
年
二
月
庚
戌
、
施
二

佐
為
・
百
済
・
粟
倉
三
寺
各
綿
一
百
斤
一

、
是
日
、

車
駕
至
レ

自
二

交
野
一

。

粟
倉
に
つ
い
て
、『
訳
注
日
本
史
料
日
本
後
紀
』
に
は
、
所
在
地
な
ど
未
詳
、
尼

寺
か
と
あ
る
。

（
４１
）
『
枚
方
市
文
化
財
報
告
第
一
八
集

小
倉
東
遺
跡
』（
一
九
八
五
年
）
三
七
〜
三

八
頁
。『
枚
方
市
史
』（
十
二
）（
枚
方
市
、
一
九
八
六
年
）
九
二
〜
九
七
・
一
二
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七
〜
一
三
〇
頁
。「
小
倉
東
遺
跡
」（『
枚
方
文
化
財
年
報
』
一
四
、
一
九
九
五
年

・
二
六
、
二
〇
〇
五
年
）。『
招
提
中
町
遺
跡
Ⅲ
』（
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）
八
頁
。

（
４２
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
三
月
癸
巳
条

天
皇
御
二

松
林
苑
一

、
宴
二

群
臣
一

。
引
二

諸
司
并
朝
集
使
主
典
以
上
于
御
在

所
一

。
賜
レ

物
有
レ

差
。

（
４３
）
「
市
庭
古
墳
の
調
査
│
第
二
八
二
│
一
三
次
・
第
二
八
二
│
一
一
次
・
第
二
八
二

│
一
二
次
」（『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
一
九
九
八
│
Ⅲ
』）
七
一
・
七
三

頁
。
山
中
章
「
日
本
古
代
宮
都
の
周
辺

宮
都
と
葬
地
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
』
一
三
四
、
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
三
頁
。
山
本
輝
雄
「
長
岡
京

と
古
墳
│
都
造
り
と
古
墳
の
扱
い
に
つ
い
て
│
」（『
一
一
七
回
埋
蔵
文
化
財
セ

ミ
ナ
ー
資
料
、
山
城
地
域
の
調
査
成
果
│
都
の
造
営
と
そ
の
後
│
』
京
都
府
教

育
委
員
会
、
長
岡
京
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）
一
四
頁
。

（
４４
）
「
長
岡
京
跡
・
物
集
女
車
塚
周
辺
遺
跡
」（『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
六

一
』
二
〇
〇
三
年
）
二
八
七
〜
二
八
八
頁
。

（
４５
）
齊
藤
基
生
「
場
の
再
利
用
と
転
用
」（『
名
古
屋
芸
術
大
学
研
究
所
紀
要
』
三
三
、

二
〇
一
二
年
）
一
〇
七
頁
。

（
４６
）
真
壁
葭
子
「
八
・
九
世
紀
の
古
墳
再
利
用
に
つ
い
て
」（『
日
本
宗
教
社
会
史
論

叢
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）
七
二
〜
七
三
頁
。

（
４７
）
『
日
本
後
紀
』
大
同
三
年
六
月
甲
寅
条

散
位
従
三
位
藤
原
朝
臣
乙
叡
薨
。
右
大
臣
従
一
位
豊
成
之
孫
。
右
大
臣
贈

従
一
位
継
縄
之
子
也
。
母
尚
侍
百
済
王
明
信
被
二

帝
寵
渥
一

。
乙
叡
以
二

父
母

之
故
一

。
…
。

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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